
HDPE の 耐候性 

HDPH（高密度ポリエチレン）の特性：㈱プライムポリマー社 

他樹脂と比べ、耐候性が優れている。特に屋外で長時間使用される用途には耐候剤やカーボン

ブラックを添加することによって、数 10 年の寿命が要求される電線被覆、鋼管被覆にも使用され

ている。 

表面遮水工設計分科会

  遮水システムの重要な候性材料である遮水シートと保護マットは、長期間屋外に晒されるため、

種々の要因による劣化が生じる。そこで、ここでは劣化要因の中でも最も影響の大きい太陽光

（主に紫外線）による劣化である耐候性についての知見を得るために、アリゾナにおいて天然促進

曝露による耐候性試験を行った。

概ね１５年程度の日射を受けても実用上支障となる損傷は生じていない。

ブリジストン“スパイクグリッド” 

補強土工法用材料「スパイクグリッド」は高密度ポリエチレン（HDPE）・・・・高い強度を有する格

子状構造にしたものである。 

審査証明の結果 

（4）耐久性

屋外試験、屋内実験の結果によれば、実用上十分な耐候性、耐薬品性（衝撃試験後の

耐薬品性を含む）、および耐寒・耐熱性を有している。 

以上の文献より HDPE は、土木資材としての耐候性を有している。 

また、紫外線・耐候性が要求されるハイパーセルは、以下の理由で UV の作用を殆ど受けない。 

・ ハイパーセルは、土中に設置されることが多いので、太陽光線に当たる事が少ない。例外とし

て、ハイパーセルを擁壁（ハイウォール工）とする場合があります。

・ UB は、お昼のほんの数時間だけに分解能力があるだけです。お昼の時間以外は、大気圏が

UV-B の力を弱めている。

・ ハイウォール（緑化擁壁）に使う場合にも、垂直なセル表面に入射する光線の角度では、 UV-

Bが存在するお昼には、UV-Bがセル表面から内部に進入するよりも反射する方が多い。分

解される可能性は極端に低い。

・ 入射角と遮蔽効果は緯度と高度に関係し、UV 分解性は緯度が高いほど、高度が下がるほど

低下する。

・ ハイパォール（緑化擁壁）は、UV-B が多い季節に繁茂する植物で完全に保護される。

ハイセルの設計寿命は、同一条件で、他の一般的な土木材料の寿命と同じか、超えている。
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